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全員の協力で、チームワークよく、お客様のニーズに応えよう
経営資源を更に掘り起こし、最大限の有効活用をしよう
会社は、維持継続を目的とし、社員を守り、家族を守り、地域に貢献しよう

株式会社 創和は経営理念に基づき、「社員一人一人が限りある地球資源を大切にし、次世代に美しく暮らし
やすい地球をのこそう」をスローガンとして掲げ社会から信頼される企業として、顧客満足にとどまらず人類が
未来永劫満足できる環境の為に私達がすべきことを下記行動指針に従い継続的に実践し、環境保全を推進します。

改定日: 2019年12月21日

８.
製品及びサービスに関する環境への影響を常に認識し、継続的な改善を
実施します。

９. 用水の節約と環境配慮への意識の高揚を図ります。

制定日: 2006年4月1日

６. 化学物質使用量の削減による、環境負荷の低減に努めます。

７. 再生品や省エネルギー型製品などの積極的なグリーン購入に取り組みます。

２.
環境関連法令・規則・条例及び当社が同意するその他の要求事項を遵守し、
利害関係者の見解に配慮します。

３. 省エネルギーを積極的に推進し、二酸化炭素の排出抑制に努めます。

４.
資源の有効活用のため、３Ｒ(リデュース・リサイクル・リユース)を
取り組みます。

１. 社会との共存と調和のため、地域の環境活動に積極的に参加します。

５. 環境意識向上と将来を担う人材育成のため、環境教育を推進します。

環境経営方針
経営理念

環境経営指針

行動指針 SDGs対応する目標
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1. 名称及び代表者名
株式会社 創和
代表取締役社⾧ 竹野入 将宏

2. 所在地及び人数

3. 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

4. 事業の規模

株式会社 創和
本社、松本支店・松本工場、埼玉支店、東海支店
各種工業用精密備品の製造・販売

 株式会社 創和は1987年の創立当初より工業用ファスナーの製造・販売を原点とし、約40年に及ぶ時代の変化に伴う
お客様の多様なニーズにお応えすべくグローバル展開とサービスの変革を進めて参りました。現在では樹脂成形品・アル
ミダイキャスト品、メカアッセンブリー品のほか、機械加工・コイル巻線等を自社海外工場にて製造しております。
商社活動としては工業製品全般を取り扱い、顧客様のニーズを幅広にカバーすべく日本国内・海外含め500社以上の企業
様とのお取引のもと、きめ細やかなサービスを行っております。

【創和グループのロケーションと機能】 【創和 製造品各種】

□認証・登録の対象組織・事業内容

登録組織名:
対象事業所:
事 業 内 容:

□事業の紹介

生産高 百万円 79 110 52
延べ床面積 ㎡ 3,559 3,559 3,559

売上高 百万円 4,572 5,183 5,694

項目 単位 2020年 2021年 2022年
社員数 名 68 69 72

責任者 専務取締役 大野 曜子 0266-28-8380
担当者 業務部課⾧ 依田 和弘 0266-28-8380

東海支店 12 442-0818 愛知県豊川市中条町鴻ノ巣52-5

EA21職責 役職 氏名 ℡

松本工場 20 390-1242 ⾧野県松本市大字和田南西原3967-41
埼玉支店 9 364-0011 埼玉県北本市朝日4丁目214-1

本  社 8 393-0047 ⾧野県諏訪郡下諏訪町西赤砂4354-6
松本支店 18 390-1242 ⾧野県松本市大字和田南西原3967-41

組織の概要

事業所名 人数 〒 住所
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全従業員

業務部 品質保証部 国際部

大野 曜子 大野 曜子 青栁 努 小宮 博仁 佐藤 章弘
営業本部 生産部 松本支店 埼玉支店 東海支店

東海支店
責任者 責任者 責任者 責任者 責任者

EA21事務局
依田 和弘

環境委員会

本社 松本工場 松本支店 埼玉支店

更新日: 2023年4月26日
代表者

竹野入 将宏

 環境管理責任者
大野 曜子

環境経営組織及び役割・責任・権限
【代表者】

統括責任

必要な経営資源を準備

環境経営方針の策定・見直し

全体の評価と見直し、指示

【環境管理責任者】

・環境経営システムの構築、実施、管理

・全従業員に対する教育・訓練の実施

・環境関連法規等取りまとめ表・環境目標・

環境活動計画書を承認

・環境活動の取り組み結果を代表者に報告

・環境活動レポートを確認し、承認

・特定された緊急事態への対応マニュアル承

認

【EA21事務局】
環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

各種帳票の作成・データの取りまとめ

環境経営目標・計画書案の作成

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

環境関連の外部コミュニケーションの窓口
【各事業所】

環境経営方針の周知、従業員に対する教育訓練の実施

環境経営目標達成に向けた取組実施

環境関連法規等遵守の取組

緊急事態対応試行訓練の実施・記録

問題点の是正・予防

【全従業員】

環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

【環境委員会】

環境経営計画の審議

環境活動実績の確認・評価

環境に関する内部監査の実施

代表者への報告
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○

○

○

○

○

✕

✕

✕

グリーン購入の推進 行動目標（次項による）

地域社会貢献活動への積
極的参加

行動目標（次項による）

73.60

化学物質の適正管理 行動目標（次項による）

環境に配慮した製品・
サービスへの取り組み

行動目標（次項による）

- 99% 125% 98% 97%
原単位 kg/百万円 75.88 75.12 87.81

4.17

産業廃棄物の削減
kg 26,464 26,199 33,036

✕
25,934.72 25,670.08

基準年度比

原単位 kg/百万円 4.30 4.26 4.29 4.22
97%

2.54 2.51

一般廃棄物の削減
kg 1,508 1,493 1,619

✕
1,478 1,462

647.18

用水の削減
㎡ 901 892 1,245

✕
883 874

基準年度比

原単位 kg-CO2/百万円 667.20 660.52 505.31 653.85

- 99% 140% 98% 97%

225,834
基準年度比 - 99% 81% 98% 97%

0.2 0.2

E
A
2
1
要
求
事
項

二酸化炭素の削減
kg-CO2 232,892 230,563 186,421

○
228,162

- 99% 101% 98%

原単位 ㎡/百万円 2.59 2.56 3.36

基準年度比 - 99% 107% 98%

74.36

97%
原単位 kg-CO2/百万円 0.2 0.2 0.2

107
LPガス削減による二酸
化炭素削減

kg-CO2 74 73 73
✕

72 71
基準年度比

原単位 kg-CO2/百万円 110 109 81 108
98% 97%

233 231
灯油削減による二酸化
炭素削減

kg-CO2 38,020 37,640 28,179
○

37,259 36,879
原単位 kg-CO2/百万円 238 235 196

基準年度比 - 99% 75%

222
自動車燃料削減による
二酸化炭素削減

kg-CO2 83,178 82,347 73,608
〇

81,515 80,683
基準年度比

原単位 kg-CO2/百万円 319 316 228 224

- 99% 89% 98% 97%

基準年度比 - 99% 77% 98% 97%

（目標） （目標）
電力削減による二酸化
炭素削減

kg-CO2 111,621 110,504 84,561
○

109,388 108,272

環境経営目標及びその実績
                      年
度

2021年 2022年 評
価

2023年 2024年
（基準年） （目標） （実績）

0.379 0.388 0.388
中部電力ミライズ 中部電力ミライズ 中部電力ミライズ

 産業廃棄物排出量 kg 26,000 3,628 33,027
水使用量 ㎥ 1,320 752 1,245

※2022年の電力のCO2排出係数は公開日の都合上
2021年の調整後排出実績を採用（単位:kg-

二酸化炭素総排出量 kg-CO2 283,497 239,093 186,421
 一般廃棄物排出量 kg 1,350 1,918 1,619

主な環境負荷の実績
項 目 単位 2020年 2021年 2022年
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数値目標:○達成 ×未達成 （※本社原単位は全社売上高を基準）
重点取組項目:◎とてもよくできた ○まあまあできた △あまりできなかった ×ほとんどできなかった - 不該当
※重点取組項目の達成状況は対象事業所の◎○△×（◎＝100%・○=60%・△＝30%・×＝0%）の平均
 75%～100%＝◎ 50％～74%＝○ 25％～49%＝△ ０%～24%＝×

□電力削減による二酸化炭素削減

本 松 工 埼 東 全
実数目標 ○ ○ ○ ○ ○ ○
原単位目標 ○ ○ × ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○

□自動車燃料削減による二酸化炭素削減

本 松 工 埼 東 全
実数目標 ○ ○ × ○ ○ ○
原単位目標 ○ ○ × ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

5,863 6,158
2022年 6,659 5,099 7,418 7,279 6,032 6,1986,374 6,247 4,779 7,020 4,862 5,641

3月
2021年 7,627 6,603 6,956 7,980 6,269 7,290 7,620 6,368

9月 10月 11月 12月 1月 2月年度 4月 5月 6月 7月 8月
8,504 5,940

数値目標及び重点取組項目
達成状況

取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値
目標

売上が上がっていながらCO2排出量の累計は
前期を下回る結果となり効率的な運転（営
業・配送）ができていると実感。次年度は
HV車を複数台入替CO2削減に取り組む。

重点
取組
項目

エコドライブ（急発進・急加速・アイドリング不可）

定期点検の実施

13,319 10,536
2022年 8,810 5,479 6,542 7,576 7,665 6,6136,818 4,594 5,683 7,164 7,983 9,633

3月
2021年 10,231 7,379 7,849 9,069 7,224 8,651 6,151 9,463

9月 10月 11月 12月 1月 2月年度 4月 5月 6月 7月 8月
10,798 10,951

数値
目標

実数において8月以外は全て昨年比を下回る
結果となった。工場の原単位目標未達は消費
電力の割に売上が下がっていることが原因。
次年度はLED化を進め電力削減を目指す。

重点
取組
項目

空調の適温化（室温18℃～28℃）
不要照明の部分消灯

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

数値目標及び重点取組項目
達成状況

取組結果とその評価、次年度の取組計画

累計
111,621
84,561

累計
83,178
73,608
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□灯油削減による二酸化炭素削減

本 松 工 埼 東 全
実数目標 ○ - ○ - - ○
原単位目標 ○ - × - - ○

○ - ○ - ○ ○
○ - ○ - ○ ○

□LPガス削減による二酸化炭素削減

本 松 工 埼 東 全
実数目標 ○ - - × ○ ×
原単位目標 ○ - - × ○ ○

○ - - ○ ◎ ○
○ - - ○ ○ ○

7.8 6.3
2022年 6.9 6.6 7.2 6.3 4.2 7.82.7 3.9 6.6 6.6 6.0 8.4

3月
2021年 8.7 7.8 6.9 4.2 3.3 2.7 2.7 6.3

9月 10月 11月 12月 1月 2月年度 4月 5月 6月 7月 8月
8.4 8.4

数値目標及び重点取組項目
達成状況

取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値
目標

累計は昨年とほぼ同数で削減（実数目標）に
は至らなかった。次年度はより細かい都度消
しを行うと共に東海支店の様に夏場のガス停
止も可能であれば検討していく。

重点
取組
項目

温水温度の適正化
給湯器を使用する際の都度消し

8,028 5,727
2022年 398 0 0 0 0 4,8310 0 3,912 4,121 7,560 7,358

3月
2021年 3,568 1,778 0 0 0 0 0 4,736

9月 10月 11月 12月 1月 2月年度 4月 5月 6月 7月 8月
7,141 7,042

数値目標及び重点取組項目
達成状況

取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値
目標

東海支店の倉庫の暖気はエアコンでなく、灯
油ストーブでピンポイントの暖気。次年度は
各事業所でもピンポイント暖気で足りる場合
はCO2の少ない灯油ストーブを検討。

重点
取組
項目

空調の適温化（室温18℃～28℃）
空調を必要な区域や時間に限定

累計
38,020
28,179

累計
73.5
73.2
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□二酸化炭素排出量の削減

本 松 工 埼 東 全
実数目標 ○ ○ ○ ○ ○ ○
原単位目標 ○ ○ × ○ ○ ○

○ - ○ ○ ○ ○
○ ○ ◎ ○ ○ ○

□用水の削減

本 松 工 埼 東 全
実数目標 ○ × × ○ ○ ×
原単位目標 ○ × × ○ ○ ×

○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ◎ ◎ ○ ○ ◎

137 21
2022年 128 20 143 22 408 2222 151 23 146 18 142

3月
2021年 107 21 103 21 180 21 111 28

9月 10月 11月 12月 1月 2月年度 4月 5月 6月 7月 8月
131 20

数値目標及び重点取組項目
達成状況

取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値
目標

8月の使用量が異常値。業者による漏水調査
実施も漏水なし。社内調査も原因がつかめな
かった。次年度は節水啓蒙と同時に個別に使
用量が分かる子メーター設置を検討。

重点
取組
項目

水道配管の漏水点検
水道使用量の明細を確認（漏水の警戒）

27,218 22,427
2022年 15,875 10,584 13,967 14,861 13,194 17,64913,702 10,844 14,380 18,312 20,411 22,641

3月
2021年 21,435 15,768 14,812 17,053 13,496 15,943 13,774 20,573

9月 10月 11月 12月 1月 2月年度 4月 5月 6月 7月 8月
26,452 23,941

数値目標及び重点取組項目
達成状況

取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値
目標

CO2の総排出量は実数・原単位共に目標達
成。次年度はHV車への複数入替予定でCO2
を削減できる要素はあるが、全従業員の環境
活動意識によるCO2低減も推進したい。

重点
取組
項目

暖房と給湯は灯油とLPガスを優先使用
ハイブリッド車を優先使用

累計
232,892
186,421

累計
901

1,245
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□一般廃棄物の削減

本 松 工 埼 東 全
実数目標 ○ × × × ○ ×
原単位目標 ○ × × × ○ ×

◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎
○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

□産業廃棄物の削減

本 松 工 埼 東 全
実数目標 ○ - × × × ×
原単位目標 ○ - × × × ×

- ○ ○ - - ○
- ○ ○ ○ ○ ○

175 1,220
670 1,995

2022年 7,805 4,990 1,120 5,305 2,465 2,757357 1,410 140 5,292

3月
2021年 950 150 1,907 4,610 17 4,735 1,145 1,980

9月 10月 11月 12月 1月 2月年度 4月 5月 6月 7月 8月
7,265 1,040

数値目標及び重点取組項目
達成状況

取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値
目標

昨年度途中から一般廃棄物の分別により産業
廃棄物が増えたため、通年実績を積んだ今期
の方が多いのはやむを得ない。次年度も取組
は継続し改めて目標達成を目指す。

重点
取組
項目

産業廃棄物の有価化
在庫数量の適正化

123 136
2022年 165 107 138 154 140 142136 203 132 101 100 102

3月
2021年 139 103 139 135 110 149 123 125

9月 10月 11月 12月 1月 2月年度 4月 5月 6月 7月 8月
131 94

数値目標及び重点取組項目
達成状況

取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値
目標

10月15日に全社一斉の「3Sの日」があっ
た。10月の可燃物の量が多かった原因は特
定出来ており3Sによる未達は問題ないと考
える。次年度も活動継続していく。

重点
取組
項目

3S活動の実施
ペーパーレス化の促進

累計
1,508
1,619

累計
26,464
33,036
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□化学物質の適正管理

本 松 工 埼 東 全
- - ○ - - ○
- - ○ - - ○

□環境に配慮した製品・サービスへの取り組み

本 松 工 埼 東 全
○ - - - - ○
○ - - - - ○

□グリーン購入の推進

本 松 工 埼 東 全
○ - - - - ○
○ - - - - ○

□地域社会貢献活動への積極的参加

本 松 工 埼 東 全
◎ - - - - ◎
- - - - - -

【再度霧ヶ峰自然環境保全協議会へ寄付】

   2022年12月13日 信濃毎日新聞

   ⾧野県諏訪地域振興局 感謝状

【諏訪湖エイトピークストライアスロンで諏訪湖清掃、企業協賛】

重点取組項目
達成状況

取組結果とその評価、次年度の取組計画

重点
取組
項目

環境保全関連への寄付金 環境保全寄付金、トライスロン（諏訪湖浄化
運動）協賛。次年度も継続。ゴミ拾いは商工
会議所で未実施。次年度は自社実施も検討。

地域ボランティア活動の参加（ゴミ拾い）

2022年12月13日 ⾧野日報

重点取組項目
達成状況

取組結果とその評価、次年度の取組計画

重点
取組
項目

事務用品購入は環境配慮品をできる限り優先 事務用品は可能な限り行った。次年度も継
続。車両は数台HV車入替。次年度はさらに
HV車への転換を進める。

ハイブリッド車の導入

重点
取組
項目

可能な限り混載し輸出入の件数を抑える 輸出入手配は社内外との調整し可能な限り混
載調整した。次年度も継続。社内便は情報共
有で効率的に活用。次年度も継続。

事業所間の配達は可能な限り社内便（社員）

重点取組項目
達成状況

取組結果とその評価、次年度の取組計画

重点取組項目
達成状況

取組結果とその評価、次年度の取組計画

重点
取組
項目

SDSの管理 新規の溶剤など購入の際には漏れなくSDSを
入手した。次年度は既存のSDSに更新がない
かも定期的に確認する。

化学物質の使用量、保管量の管理
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法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

□外部からの環境上の苦情・要請等

外部からの環境上の苦情・要請等は特にありませんでした。

緊急事態の想定:AED訓練（松本広域消防局による指導）
■実施日: ■実施場所:
■参加者: 全従業員（現地参加・動画視聴）
■実施内容: □通報訓練 □消火訓練 □避難訓練 ☑AED訓練
■評価: 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

下水道法 同上

緊急事態対応の試行・訓練

2022年10月24日 全事業所

騒音規制法 工業専用地域のため該当しない
振動規制法 同上
水質汚濁防止法 該当する特定施設なし

PRTR法 対象物質なし

消防法 少量危険物指定可燃物貯蔵取扱いの届出（200～999ℓ）
フロン排出抑制法 冷媒圧縮機の定格出力が7.5kW以上の業務用空調機・冷凍庫・冷蔵庫の点検
NOx・PM法 対象外

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）
廃棄物処理法 一般廃棄物及び産業廃棄物の保管・排出（収集・処分業者管理）

＜参加者＞心臓マッサージの前に、周囲の状況確認、倒れている者への呼び掛けなどが大事であることを学んだ。心臓
マッサージの強さがろっ骨が折れても仕方ない強さでやることを知ることが出来てよかった。練習という事もあって大
きな声を出すのが恥ずかしかったが実際にあったことを想定して良い経験になった。
＜事務局＞コロナ禍といこともあり限られた時間と限られた人数での実施となったが、今後全社員が処置（呼び掛け・
心臓マッサージ・AED取り付け等）の訓練をできるとよい。
＜訓練の有効性＞参加者の感想にもある通り、緊急時に適切な行動が出来るようになるためにはやはり訓練が必須であ
る。緊急時対応・AEDの使い方を学べた今回の訓練は有用であった。今後も定期的に実施していく。
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実施日:

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

代表者による全体の評価と見直し・指示
2023年4月28日

【全体を通じた総括・指示】
今期はコロナ禍により社内外の経済環境が落ち込んだ昨年度から一転、経済状況が好転し総じて受注環境が回復した。創和の
海外生産量増加に伴う物量増、労働量の増がありエネルギー消費も増加を見込んでいたが結果としてこれまでにない優良な結
果を残すこととなった。
この「成功体験」をしっかり解析し次年度水平展開できるよう更に活動の活性化を期待する。
その意味においてエコアクションの各種セミナー参加、審査時の助言を経て事務局の意識向上が図れた２年目となる本年、レ
ポートが改良されwebサイトへの掲示が可能な水準に達したと考える。このレポート共有を社内外に図ることを含め来年度は
社内に向け創和らしい且つ地域のために意義あるカーボンニュートラルの取り組みの実現を図りたい。そのためにも経営・事
業に密接につながる新目標を設定し、より具体的な数値目標で取り組むことを指示する。
【数値目標に対する特筆すべき活動評価】
①松本工場 電気使用量
松本工場の成形事業撤退により電力使用量が大幅に減少した。一方で生産量も同時に減少したため原単位での評価は目標未達
となった。ついては事業転換に伴い、今後は目標の見直し、またその目標達成のためさらなる廃棄物排出量減少、節電につな
がる生産性向上が求められる。
②本社・埼玉・東海 電気使用量
労働生産性向上を狙いとした時間外労働削減活動に伴い定時外での電気使用が減少した。売上が増加した一方で使用量が減少
したことを評価したい。また電気代高騰により金額としてはアップしており仮に使用量が従来通りであった場合金額は更に経
費が膨張していたであろうことから今年度の時間外労働削減活動の成果は業績面でも貢献したと考える。
③自動車燃料
コロナ禍を経て、経済活動が活発になりつつも昨年度比12％の減少となった。次年度は社用車全般での「同距離での燃費
アップ」、またトラック使用については「納品効率アップ」２方向での効果測定を実施し有効な方法については水平展開をし
ていくことを期待。
【見直し指示】
①電気使用量
松本工場事業内容変更に伴い全体的な目標値の見直しを指示
②産業廃棄物
松本支店におけるパレットラップのリサイクル化を開始予定。
3Rに関し廃棄品の中の3R率について目標を求める。
③自動車燃料
前述の自動車燃料について「同距離での燃費アップ」「営業効率アップ」２方向で効果測定を指示。特にトラック入れ替え、
営業車入れ替えを実施しており効果レポートに期待する。
④LED導入推進
松本拠点及び各事業所でのLED導入加速を推進する。
⑤本社におけるAIR輸送のCO2監視
当社においてはこの削減が品質・業績・環境において大きな効果をもたらすため現在air使用における品質面・経費面におけ
る監視を実施しているがこれを環境監視項目に追加したい。
⑥松本支店・松本工場にのみ、水道と電気の小メーター設置を指示する。
【まとめ】
昨年からのエネルギーコストアップに加え、ロシアのウクライナ侵攻により今後さらにエネルギーコストアップが⾧期化する
懸念が大きく、今後の収益を圧迫していくと見込まれる中、環境貢献への取り組みはコストダウンへの取り組みでもあると考
える。来期は全員でその課題を共有し取り組んでいきたい。
地域とのかかわりを従来よりも重視し清掃活動や寄付活動など、身の丈にあった創和なりの関わり方を実現し地域への貢献、
持続可能な社会づくりに貢献していく。
創和としてのSDGs達成も大きな目標のひとつとし、次世代に豊かな地球環境を引き継ぐ志をもち、いつまでも地域に必要と
される企業づくりを行っていきたい。
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